
(57)【要約】

【課題】ドリップ式コーヒー作製器で作製できるような

日本茶、中国茶、ハーブ茶、健康茶あるいは漢方薬ティ

ーバッグを開発し、このティーバッグを使用してドリッ

プ式コーヒー作製器で日本茶、中国茶、ハーブ茶、健康

茶あるいは漢方薬を抽出する。

【解決手段】日本茶、中国茶、ハーブ茶、健康茶あるい

は漢方薬ティーバッグはろ過性フィルター素材からなり

、一定の範囲の粒径をもつ茶茎葉粉末を所望する量充填

し、耐熱水性接着法で封入し、さらに、このティーバッ

グをアルミ箔製など密閉型で光を通さないパックに封入

する。このティーバッグを、ミル付きでないコーヒー作

製器の場合には底面に置き、ミル付きコーヒー作製器の

場合には中ほどで折り曲げるか、専用の形態のティーバ

ッグで、茶あるいは漢方薬を抽出することを可能とする

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 定 の 範 囲 の 粒 径 を 持 つ 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 茎 葉 粉 末 お よ び 漢 方 薬 の 一 種
ま た は 数 種 を 充 填 し て 封 入 す る フ ィ ル タ ー 素 材 製 の バ ッ グ と 、 そ れ を 密 閉 す る 収 納 袋 か ら
な り 、 収 納 袋 か ら 取 り 出 し た テ ィ ー バ ッ グ を 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 に 入 れ 日 本 茶 、
中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を 抽 出 す る 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶
茎 葉 お よ び 漢 方 薬 を 封 入 し た テ ィ ー バ ッ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 一 定 の 範 囲 の 粒 径 と し て は 、 ３ ０ ０ μ ｍ ～ １ ｍ ｍ の 範 囲 の 粒 子 が ７ ０ ％ 以 上 、
１ ｍ ｍ 以 上 の 粒 子 が ２ ０ ％ 以 下 、 ３ ０ ０ μ ｍ 未 満 の 粒 子 が １ ０ ％ 以 下 の 分 布 を も つ 茶 茎 葉
を 封 入 し た 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ お よ び 請 求 項 ２ の テ ィ ー バ ッ グ を 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 を 用 い て 日 本 茶 、
中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 色 、 味 、 香 り の よ い 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 お よ び 健 康 茶 、 あ る い は 効 率 よ
く 漢 方 薬 を 、 手 軽 に 抽 出 す る こ と の で き る 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢
方 薬 テ ィ ー バ ッ グ に 関 す る も の で あ り 、 く わ し く は ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 使 用 す る
こ と の で き る 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ に 関 す る も
の で あ り 、 加 え て 本 発 明 テ ィ ー バ ッ グ を 使 用 し て 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る
い は 漢 方 薬 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 あ る い は 健 康 茶 は 、 古 く か ら 日 本 人 、 中 国 人 に 親 し ま れ て い る
嗜 好 性 飲 料 で あ り 、 漢 方 薬 の 多 く は 煎 じ 薬 と し て 服 用 さ れ て い る 。 近 年 で は 日 本 茶 、 中 国
茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 が 、 肥 満 防 止 や 健 康 を 指 向 す る 欧 米 諸 国 の 人 々 に も 親 し ま れ る よ う
に な っ て き て い る 。 漢 方 薬 は 体 に や さ し い 薬 と し て 愛 好 さ れ て い る 。 し か し 、 お い し い お
茶 や 効 率 よ く 煎 じ 薬 を 作 る こ と は 、 日 本 人 や 中 国 人 に と っ て も 容 易 な こ と で は な い 。 お い
し い お 茶 を い れ る た め に は 、 予 め 湯 を 沸 か し 、 湯 温 を 保 ち 、 急 須 な ど 特 別 な 茶 器 な ど を 用
い る 必 要 が あ る が 、 そ の 準 備 や 後 片 付 け の 作 業 は こ と の ほ か 大 変 で あ る 。 ま た 、 開 封 後 の
茶 茎 葉 の 防 湿 管 理 も 難 し く 、 手 間 の か か る 作 業 で あ る 。 漢 方 薬 の 抽 出 な 普 通 沸 騰 し て か ら
数 分 ～ 数 十 分 間 火 に か け て お く が 、 長 時 間 放 置 す る と せ っ か く 抽 出 さ れ た 成 分 が カ ス の 中
に 戻 っ て し ま う な ど の 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 、 近 年 で は 特 別 な 茶 器 な ど を 必 要 と し な い テ ィ ー バ ッ グ が 広 く 用 い ら れ る よ う に
な っ て き た 。 湯 の み や コ ッ プ に 湯 を 注 ぎ 、 そ の 中 に 糸 や ひ も の つ い た テ ィ ー バ ッ グ を 一 定
時 間 入 れ て 茶 を 抽 出 し た 後 、 引 き 上 げ て 茶 を 飲 む と い う 方 式 で あ る 。 し か し 、 こ の 方 法 で
は 急 須 な ど を 用 い て ゆ っ く り 湯 を 注 ぎ 、 茶 茎 葉 を 膨 潤 さ せ 、 う ま み 、 香 り を 引 き 出 す 方 法
と 異 な り 、 簡 便 で は あ る も の の お い し い お 茶 を 出 す こ こ と は 難 し い 。 茶 茎 葉 の 種 類 に よ っ
て は 、 抽 出 時 間 が 短 す ぎ た り 長 す ぎ た り で う ま く 抽 出 で き な い こ と も 多 い 。 毎 回 、 同 じ 条
件 で 抽 出 す る 事 が で き に く い 。 漢 方 薬 の 場 合 も 、 最 近 は タ イ マ ー の つ い た 電 気 式 の 煎 じ 器
も あ り 、 マ イ コ ン 制 御 で き る も の ま で 出 て い る 。 こ れ な ら 出 来 上 が り の ば ら つ き を 無 く す
こ と が で き る が 、 電 気 式 漢 方 薬 専 用 煎 じ 器 で は 用 途 が 限 定 さ れ 、 非 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 わ が 国 で も コ ー ヒ ー を 飲 む こ と が 一 般 化 す る に 伴 っ て 、 自 動 的 に コ ー ヒ ー を 作 る 機
械 が 普 及 し て き た 。 多 く の 機 種 は コ ー ヒ ー ミ ル 付 き で 炒 っ た コ ー ヒ ー 豆 か ら 直 接 コ ー ヒ ー
を 作 る こ と が で き る が 、 フ ィ ル タ ー 上 に コ ー ヒ ー 粉 末 を 入 れ て 使 用 す る こ と も で き る 。 し
か し 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 を 用 い て 、 日 本 茶 あ る い は 中 国 茶 を 出 す 発 想 は な く 、 ま
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た 現 実 に 行 わ れ て い な い し 、 ま た 不 可 能 で あ る 。 一 般 的 に 茶 茎 葉 は コ ー ヒ ー 作 製 器 に 装 着
さ れ て い る ミ ル で は 、 全 量 粉 末 化 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 使 用 で き
る テ ィ ー バ ッ グ は 見 当 ら な い 。 市 販 の 日 本 茶 用 テ ィ ー バ ッ グ に は 糸 や ひ も や そ れ を 掴 む 紙
片 が つ い て い る 上 に 、 茶 茎 葉 粉 末 の 入 っ て い る 袋 は 角 型 で 小 さ く 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 茶 を
抽 出 す る に は 効 率 的 な 形 態 を し て い な い 。 こ の た め 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 、 既 存
の テ ィ ー バ ッ グ を 用 い て 茶 を 抽 出 し て も 色 は 薄 く 適 度 な 濃 さ の お い し い 茶 を 作 る こ と は 困
難 で あ る 。 す な わ ち 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 使 用 で き る よ う な 日 本 茶 あ る い は 中 国 茶 テ ィ ー バ
ッ グ が 無 い の は 無 論 の こ と 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 の テ ィ ー バ ッ グ が 無 い 上 に
、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 に 向 く テ ィ ー バ ッ グ な ど の 発 想 は 全 く 無 く 、 そ れ に 向 く テ ィ
ー バ ッ グ は 存 在 し な い 。 特 に 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 漢 方 薬 を 煎 じ て 飲 用 す る こ と
な ど は 、 容 易 に 発 想 で き る こ と で は な く 、 従 っ て コ ー ヒ ー 作 製 器 に 供 さ れ る よ う な バ ッ グ
や テ ィ ー バ ッ グ は 存 在 し な い こ と は 言 う ま で も 無 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 述 の 状 況 に 鑑 み 、 お 茶 や 漢 方 薬 を 楽 し ん だ り 、 飲 用 す る た め に 、 面 倒 な 準 備
が 要 ら ず 、 毎 回 、 同 じ 条 件 で 抽 出 す る 事 が で き 、 ま た 、 熟 練 し た 抽 出 技 術 が 要 ら な い 方 法
を 鋭 意 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 急 須 な ど 特 別 の 茶 器 を 用 い て 丁 寧 に お い し い お 茶 を 入 れ た と
き と 同 様 に 適 度 な 色 、 味 お よ び 香 り を も っ た お い し い お 茶 、 あ る い は 土 瓶 で 吹 き こ ぼ れ な
い よ う に 注 意 深 く 煎 じ た 漢 方 薬 と 同 じ よ う に 抽 出 で き る 漢 方 薬 を 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作
製 器 で 作 製 で き る よ う な 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ
を 開 発 す る も の で あ り 、 加 え て 本 発 明 の テ ィ ー バ ッ グ を 使 用 し て 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ
茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と す る 抽 出 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 今
後 、 健 康 志 向 で 欧 米 を 中 心 と し て 種 々 の 国 で ま す ま す 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶
お よ び 漢 方 薬 に 人 気 が 高 ま る こ と が 予 測 さ れ る こ と に 鑑 み 、 世 界 中 で 普 及 し て い る コ ー ヒ
ー 作 製 器 を 利 用 し て 誰 で も 、 い つ で も 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 以 外 の 装 置 や 特 別 の 道 具 等 を 必 要
と せ ず 、 簡 単 に 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 を 楽 し み 、 漢 方 薬 を 簡 単 に 煎 じ て 飲 む
こ と を 可 能 と し た 本 発 明 は 極 め て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 テ ィ ー バ ッ グ は ろ 過 性 フ ィ ル タ ー 素 材 か ら な る バ
ッ グ に は 、 所 望 す る 粒 度 の 茶 茎 葉 粉 末 お よ び 漢 方 薬 粉 末 を 所 望 す る 量 充 填 し 、 耐 熱 水 性 接
着 法 で 封 入 す る 。 さ ら に 、 こ の バ ッ グ を ア ル ミ 箔 製 な ど 密 閉 型 で 光 を 通 し に く い パ ッ ク に
封 入 す る 。 こ の た め 、 こ れ ま で の よ う に 茶 茎 葉 お よ び 漢 方 薬 の 防 湿 管 理 に 手 間 が か か ら な
い 。
市 販 の 日 本 茶 テ ィ ー バ ッ グ に は 、 湯 内 に 入 れ た 時 、 茶 茎 葉 が 袋 内 で 踊 る よ う に と 空 間 が 設
け ら れ て い る も の も あ る が 、 本 発 明 で は 、 茶 の 粒 子 の 間 を 熱 水 が ゆ っ く り ド リ ッ プ し て 茶
成 分 を 抽 出 す る こ と に な る の で 、 袋 内 に 空 間 は な い 方 が よ い 。
本 発 明 で は 、 使 用 時 に 外 の 光 を 通 し に く い 密 閉 型 パ ッ ク を 破 っ て 、 中 の テ ィ ー バ ッ グ を 取
り 出 し 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 の 中 に 置 き 、 用 い る コ ー ヒ ー 作 製 器 の 使 用 法 の 指 示 に 従 っ て 、 日
本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と す る も の で あ る
。 本 発 明 で は 、 テ ィ ー バ ッ グ 自 体 が フ ィ ル タ ー の 役 目 を 果 た す た め 、 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 使
用 す る フ ィ ル タ ー を 使 用 す る 必 要 が な く な り 、 よ り 手 軽 で 、 よ り 経 済 的 で も あ る 。
漢 方 薬 の 抽 出 の 場 合 、 土 瓶 を 使 い 沸 騰 し て か ら 数 分 ～ 数 十 分 間 火 に か け て お く が 、 長 時 間
放 置 す る と せ っ か く 抽 出 さ れ た 成 分 が カ ス の 中 に 戻 っ て し ま う な ど の 欠 点 が あ る の に 対 し
、 本 法 で は カ ス と 抽 出 液 と は 分 離 さ れ て い る の で 、 有 効 成 分 が カ ス に 再 吸 着 さ れ る こ と は
な い と い う 長 所 が る 。
愛 用 し て い る 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 の み な ら ず 、 常 用 し て い る 漢 方 薬 を 海 外
に 出 か け る と き 携 帯 す れ ば 、 ど こ の ホ テ ル に も 常 備 さ れ て い る コ ー ヒ ー 作 製 器 で 手 軽 に 、
安 定 し た 漢 方 薬 を 服 用 す る こ と が で き と い う 大 き な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 わ る テ ィ ー バ ッ グ は ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 に 収 納 で き る 大 き さ が 望 ま し い
。 形 状 と し て は 平 底 型 コ ー ヒ ー 作 製 器 に は 直 径 ５ ～ １ ０ ｃ ｍ 程 度 の 円 形 が 望 ま し い し 、 ミ
ル 付 き の 船 底 型 コ ー ヒ ー 作 製 器 に は 船 底 の 形 に 合 わ せ た 扇 型 が 望 ま し い が 、 円 形 の テ ィ ー
バ ッ グ を 中 央 で 折 り 曲 げ て 使 用 し て も よ い 。 す な わ ち 、 テ ィ ー バ ッ グ の 形 状 は コ ー ヒ ー 作
製 器 に フ ィ ッ ト す る も の で あ れ ば そ の 形 状 は 制 限 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 に 係 わ る テ
ィ ー バ ッ グ は ろ 過 性 を 有 す る フ ィ ル タ ー 素 材 で あ れ ば 材 質 は 問 わ な い が 、 微 粉 末 の 茶 を 入
れ て も 外 に 粒 子 が 漏 れ 出 さ な い フ ィ ル タ ー 素 材 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。 安 全 性 を 指 向
し た 無 漂 白 素 材 の も の は さ ら に 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 方 式 で は 、 茶 茎 葉 の 粒 子 の 大 き さ が 問 題 と な る 。 事 実 、 ほ う じ 茶 で 試 験 し た 結 果
、 本 発 明 の 方 式 に よ り 、 未 粉 砕 の 茎 葉 を 用 い た 場 合 、 色 、 香 気 、 コ ク な ど は 急 須 で 抽 出 し
た 茶 と 比 較 し 、 通 常 の １ 人 量 の 倍 量 以 上 の ４ ｇ 用 い て も 色 、 香 気 、 コ ク は か な り 劣 っ た （
官 能 検 査 し た 結 果 、 急 須 で 丁 寧 に 抽 出 し た 点 数 を １ ０ ０ 点 と す る と 、 約 ２ ５ 点 程 度 ） 。 一
方 、 本 発 明 の 方 式 に よ り 、 ３ ０ ０ μ ｍ 以 下 の 微 粒 粒 径 か ら な る 茶 茎 葉 を 用 い た 場 合 、 色 、
香 気 、 コ ク と も に 茎 茶 を 急 須 で 抽 出 し た 茶 と 比 較 し 、 １ 人 量 の １ ｇ 用 い て も 苦 味 、 渋 み が
強 く 、 か な り 劣 っ た （ 上 記 評 価 法 で 約 ７ ０ 点 ） 。 望 ま し い 粒 径 の 範 囲 に 入 る ３ ０ ０ μ ｍ ～
１ ｍ ｍ の 範 囲 の 粒 子 が 約 ８ ０ ％ 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 粒 子 が 約 １ ５ ％ 、 ３ ０ ０ μ ｍ 未 満 の 粒 子 が
約 ５ ％ か ら な る 茶 茎 葉 を 用 い た 場 合 、 色 、 香 気 、 コ ク と も 急 須 で ２ ｇ ／ 人 を 抽 出 し た 茶 よ
り 、 １ ． ５ ｇ ／ 人 の 量 で 、 色 は や や 優 れ 、 香 気 、 コ ク と も 遜 色 な く い い 結 果 が 得 ら れ た （
上 記 評 価 法 で １ ０ ０ 点 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ウ ー ロ ン 茶 で 試 験 し た 結 果 、 常 法 に よ り 未 粉 砕 の 茎 葉 を 熱 湯 に 入 れ ５ 分 抽 出 し た 茶 と 、 本
法 で 同 量 を 抽 出 し た 場 合 を 比 較 す る と 、 前 者 は 色 、 香 気 に お い て 後 者 に か な り 劣 っ た （ 官
能 検 査 し た 結 果 、 後 者 を １ ０ ０ 点 と す る と 、 前 者 は 約 ７ ０ 点 程 度 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
漢 方 薬 の 桂 枝 人 参 湯 で 試 験 し た 結 果 、 望 ま し い 粒 径 の 範 囲 に 入 る ３ ０ ０ μ ｍ ～ １ ｍ ｍ の 範
囲 の 粒 子 が 約 ８ ０ ％ 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 粒 子 が 約 １ ５ ％ 、 ３ ０ ０ μ ｍ 未 満 の 粒 子 が 約 ５ ％ か ら
な る 桂 枝 人 参 湯 粉 末 を 用 い た 場 合 、 同 じ も の を 、 一 般 的 な 方 法 で あ る 熱 湯 に １ ５ 分 間 入 れ
茶 こ し で 注 い だ も の と 比 較 し 、 色 、 香 り 、 風 味 と も ほ と ん ど 差 が 認 め ら れ ず 良 好 な 結 果 が
得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 抽 出 対 象 の 粉 末 の 大 き さ は 本 発 明 で は 重 要 な 要 素 で 、 望 ま し い 粒 径 の 分 布 は
３ ０ ０ μ ｍ ～ １ ｍ ｍ の 範 囲 の 粒 子 ７ ０ ％ 以 上 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 粒 子 が ２ ０ ％ 以 下 、 ３ ０ ０ μ
ｍ 未 満 の 粒 子 が １ ０ ％ 以 下 の も の が よ い 。 充 填 量 は 規 制 さ れ る も の で は な い が 望 ま し い １
人 分 の 量 と し て は ０ ． ５ ～ ５ ｇ が よ く 、 さ ら に 望 ま し く は １ ～ ２ ｇ が よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
通 常 １ テ ィ ー バ ッ グ に は 、 １ 人 分 か ら ５ 人 分 程 度 量 を 充 填 す る と よ い が 、 コ ー ヒ ー 作 製 器
の 種 類 に よ っ て は 自 由 に 充 填 量 を 変 更 し て も よ く 、 充 填 量 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。 使
用 す る 茶 の 種 類 は 、 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 そ れ ぞ れ の 単 独 で も よ い が 、 複 数
の 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 を 、 所 望 す る 比 率 で 混 合 し て 用 い て も よ い 。 茶 茎 葉
は 安 全 性 を 指 向 し た 有 機 、 無 農 薬 製 の も の は 最 も 望 ま し い 。
漢 方 薬 に つ い て も 、 単 独 で 使 用 し て も よ い が 、 所 望 す る 比 率 で 混 用 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 で 使 用 す る 日 本 茶 と し て は 、 玉 露 、 緑 茶 、 煎 茶 、 ほ う じ 茶 、 番 茶 な ど が あ る が 、 こ
れ ら 以 外 の 種 々 の 茶 を 使 用 す る こ と が で き る 。 中 国 茶 と し て は 、 中 国 緑 茶 、 紅 茶 、 烏 龍 茶
な ど を 含 む 青 茶 、 ジ ャ ス ミ ン 茶 な ど を 含 む 花 茶 や こ れ ら 以 外 の 茶 外 之 茶 な ど を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
漢 方 薬 と し て は 、 葛 根 湯 、 乙 字 湯 、 安 中 散 、 八 味 丸 、 大 柴 胡 湯 、 小 柴 胡 湯 、 柴 胡 桂 枝 湯 、
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柴 胡 桂 枝 乾 姜 湯 、 柴 胡 加 竜 骨 牡 蠣 湯 、 半 夏 瀉 心 湯 、 黄 連 解 毒 湯 、 半 夏 厚 朴 湯 、 五 苓 散 、 桂
枝 加 朮 附 湯 、 小 青 竜 湯 、 小 半 夏 加 茯 苓 湯 、 当 帰 芍 薬 散 、 加 味 逍 遥 散 、 桂 枝 加 竜 骨 牡 蠣 湯 、
麻 黄 湯 、 麦 門 冬 湯 、 真 武 湯 、 人 参 湯 、 大 黄 牡 丹 皮 湯 、 四 逆 散 、 屠 蘇 散 、 半 夏 白 朮 天 麻 湯 、
六 君 子 湯 、 桂 枝 湯 、 桂 枝 加 芍 薬 湯 、 芍 薬 甘 草 湯 、 茯 苓 飲 、 香 蘇 散 、 四 物 湯 、 甘 麦 大 棗 湯 、
四 君 子 湯 、 平 胃 散 、 桂 枝 人 参 湯 、 大 黄 甘 草 湯 、 神 秘 湯 、 六 味 丸 、 大 防 風 湯 、 温 経 湯 、 黄 連
湯 、 桔 梗 湯 な ど 煎 じ て 服 用 す る 漢 方 薬 は も ち ろ ん の こ と 、 散 剤 と し て 服 用 さ れ る も の に も
、 本 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。 薬 用 効 果 の あ る 種 々 の 素 材 に も 本 発 明 は 適 用 す る こ と が
で き る ほ か 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 等 の 粉 末 あ る い は そ の 成 分 で 、 湯 で 抽 出 し て 飲 用 に 供 す る
こ と の で き る あ ら ゆ る 対 象 に も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ハ ー ブ テ ィ ー と し て は 、 カ モ ミ ー ル 、 レ モ ン バ ー ベ ナ 、 ハ イ ビ ス カ ス 、 ロ ー ズ 、 レ モ ン グ
ラ ス 、 レ モ ン バ ー ム 、 マ ロ ー 、 ラ ベ ン ダ ー 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 タ イ ム 、 リ ン デ ン 、 セ ー ジ 、
ジ ュ ニ パ ー 、 バ ジ ル 、 オ ー ル ス パ イ ス 、 ジ ャ ス ミ ン 、 シ ナ モ ン 、 フ ァ ン ネ ル 、 ウ ス ベ ニ ア
オ イ 、 マ サ イ 、 ロ ー レ ル 、 チ コ リ 、 ス テ ビ ア 、 ジ ュ ニ パ ー ベ リ ー 、 ミ ン ト 、 ヒ ソ ッ プ 、 ダ
ン デ ラ イ オ ン 、 オ レ ン ジ フ ラ ワ ー 、 コ ー ン フ ラ ワ ー 、 ア ル フ ァ ル フ ァ 、 ク ロ ー ブ 、 エ ル ダ
ー 、 キ ャ ラ ウ ェ イ 、 サ ン フ ラ ワ ー 、 ス イ ー ト バ イ オ レ ッ ト 、 オ レ ガ ノ 、 タ ン ポ ポ 、 マ ー ジ
ョ ラ ム 、 セ イ ボ リ ー 、 タ ー メ リ ッ ク 、 ロ ー ゼ ル 、 メ ド ゥ ス イ ー ト 、 マ ー シ ュ マ ロ ウ 、 マ リ
ー ゴ ー ル ド 、 ワ イ ル ド ス ト ロ ベ リ ー 、 ヤ ロ ウ 、 オ レ ン ジ ブ ロ ッ サ ム 、 ユ ー カ リ 、 セ ル ピ ル
ム 、 バ ニ ラ ビ ー ン ズ 、 オ レ ン ジ ピ ー ル 、 レ モ ン ピ ー ル 、 ア ッ プ ル ピ ー ル 、 ゼ ラ ニ ウ ム 等 の
ハ ー ブ テ ィ ー に 本 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 使 用 は 単 独 で も よ い が 、 ２ 種 以 上
混 用 し て も よ り 。
【 ０ ０ １ ６ 】
健 康 茶 と し て は 、 玄 米 茶 、 昆 布 茶 、 松 葉 茶 、 エ ゾ ウ コ ギ 茶 、 ソ バ 茶 、 明 日 葉 茶 、 グ ァ バ 茶
、 ユ ー カ リ 茶 、 ビ ワ の 葉 茶 、 ア ロ エ 茶 、 ゲ ン ノ シ ョ ウ コ 茶 、 セ ン ブ リ 茶 、 ウ コ ン 茶 、 ス ギ
ナ 茶 、 河 原 決 明 茶 、 ウ ラ ジ ロ ガ シ 茶 、 ド ク ダ ミ 茶 、 ハ ブ 茶 、 菊 花 茶 、 シ ソ 茶 、 ア マ チ ャ ヅ
ル 茶 、 オ オ バ コ 茶 、 桜 茶 、 甘 茶 、 柿 の 葉 茶 、 し ょ う が 湯 、 紅 花 茶 、 サ フ ラ ン 茶 、 コ ン フ リ
ー 茶 、 シ イ タ ケ 茶 、 杜 仲 茶 、 ギ ム ネ マ 茶 、 マ テ 茶 、 ウ ー ロ ン 茶 、 ハ ト ム ギ 茶 、 ク コ 茶 、 ヨ
モ ギ 茶 、 イ チ ョ ウ 葉 茶 、 玄 米 茶 、 麦 茶 、 ウ ラ ジ ロ ガ シ 茶 、 カ キ オ ド シ 茶 、 カ ミ ツ レ 茶 、 カ
リ ン 茶 、 桑 の 葉 茶 、 ゴ ボ ウ 茶 、 シ ョ ウ ガ 茶 、 ス ギ ナ 茶 、 セ キ シ ョ ウ 茶 、 タ ラ ノ キ 茶 、 タ ン
ポ ポ 茶 、 ナ タ マ メ 茶 、 ニ ワ ト コ 茶 、 ネ ズ ミ モ チ 茶 、 メ グ ス リ ノ キ 茶 、 ユ ー カ リ 茶 、 羅 漢 果
茶 、 緑 茶 と か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ た 一 つ ま た は 複 数 の 茶 と が 混 合 さ れ た 健 康 茶 に 本 法 を
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
最 外 袋 の 素 材 は 、 ア ル ミ 箔 製 な ど 空 気 、 光 、 湿 度 を 通 し に く い 素 材 が 望 ま し い 。 テ ィ ー バ
ッ グ が 入 る 大 き さ で あ れ ば 、 形 状 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
次 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 こ れ ら の 実 施 例 は 何 ら 本 発 明 を 制 限 す
る も の で は な い 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 わ る テ ィ ー バ ッ グ の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 テ ィ
ー バ ッ グ は 、 適 量 の 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 お よ び そ の 混 合 茶 茎 葉 粉 末 あ る い
は 漢 方 薬 ４ を 封 入 す る バ ッ グ 本 体 １ を 、 全 周 辺 部 ２ を 耐 熱 水 性 接 着 法 で 接 着 し て な る 。 こ
れ を 、 空 気 、 光 、 水 分 な ど を 通 さ な い ア ル ミ 箔 製 等 の 密 閉 パ ッ ク ３ に 封 入 す る が 、 こ の 結
果 茶 特 有 の 香 気 、 味 、 色 、 薬 用 効 果 は 長 期 間 保 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー
バ ッ グ は 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 手 軽 に 抽 出 す る こ と が で き る の で 、 だ れ で も 、 い
つ で も 安 定 し た 色 、 味 、 香 り の よ い 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を
抽 出 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 こ れ ま で コ ー ヒ ー 作 製 器 で 日 本 茶 、 中 国
茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 を 作 製 す る 発 想 は な か っ た が 、 テ ィ ー バ ッ グ に 封 入

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-97015 A 2004.4.2



す る 茶 茎 葉 の 粒 子 を 所 望 す る 大 き さ に 調 整 し 、 通 常 使 用 す る 量 よ り 相 当 量 減 じ て も 、 驚 く
こ と に 、 丁 寧 に 急 須 な ど 特 別 の 茶 器 を 用 い て お い し い お 茶 を 入 れ た と き と 同 様 に 適 度 な 色
、 味 お よ び 香 り を も っ た お い し い お 茶 を 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 作 製 で き る 。 さ ら
に 、 漢 方 薬 構 成 素 材 の 粒 子 を 所 望 す る 大 き さ の 粒 子 に 調 整 し て 、 ド リ ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製
器 で 、 容 易 に 、 安 定 し た 濃 度 の 漢 方 薬 を 作 製 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ を 示 し た 正 面 図
（ Ａ ） お よ び 側 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ の ド リ ッ プ 式 コ
ー ヒ ー 作 製 器 で 抽 出 す る 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 日 本 茶 、 中 国 茶 、 ハ ー ブ 茶 、 健 康 茶 あ る い は 漢 方 薬 テ ィ ー バ ッ グ の ミ ル 付 き ド リ
ッ プ 式 コ ー ヒ ー 作 製 器 で 抽 出 す る 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 テ ィ ー バ ッ グ
２ 　 耐 熱 水 性 接 着 部
３ 　 密 閉 パ ッ ク
４ 　 茶 茎 葉 粉 末
５ 　 コ ー ヒ ー 作 製 器
６ 　 ミ ル 付 き コ ー ヒ ー 作 製 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2004-97015 A 2004.4.2
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